
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学３年生～高校、保護者、教員／社会、国語、総合）作問者：ＮＩＥアドバイザー 塚本学（常葉大学付属常葉中学・高校 教諭）

２０２０年８月２１日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①イスラエルがアラブ諸国と長く対立してきた問題
を答えなさい。

②イスラエルとアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）との関係
改善の理由（背景）は何か。それぞれまとめなさい。

③イスラエルとＵＡＥの国交正常化による中東地域への影響はどのようなものがあるだろうか。答えなさい。

＜イスラエル＞

＜ＵＡＥ＞
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解答例

パレスチナ問題（イスラエル
とアラブ諸国間の紛争）

敵対するイランの包囲網形成の
ため。

産油国ＵＡＥの豊富な資金を得る
ため。

イスラエルのユニークな技術がほ
しいから。

もう一つの地域大国であるシーア
派のイランへの対抗のため。

オマーン、バーレーン、スーダンなどがＵＡＥに追随する可能性がある。
地域大国、スンナ派のサウジアラビアも追随するかもしれないこと。
パレスチナ問題の矮小化
イランの孤立化 など


